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研究成果の概要： 

介入群と対照群に抑制機能、記憶機能などの査定を、介入を開始した直後と 10 ヶ月後に実施し

た。その結果、介入群では、抑制機能、とくに場所ベースの抑制を反映している SRC 課題では、

反応時間の指標で、学習群は有意な減少が見られ、対象群では有意な上昇が見られた。誤りを

指標とすると、学習群では有意に誤りが低下していたが、対照群での変化は統計的には差がな

かった。同一性ベースの抑制を示すストループ課題においては、誤りの回数において学習群で

は、事前から事後テストにかけて有意な低下が見られ、対照群では有意な上昇が見られた。 
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１．研究開始当初の背景 

高齢社会の中で、認知症など、人の認知機能

の低下に伴うさまざまな社会問題が出現し

ている。最近の研究で、人がらくらくと遂行

できる課題、たとえば小学低学年で教えるよ

うな算数問題を解決することが、前頭前野の

機能を賦活させることが実証された。その結

果をベースにして、地域で暮らす高齢者への

介入研究を 3年間のスパンで計画した。 

地域で暮らす高齢者への介入をおこなう以

前に、われわれは、施設に入居している認知

症高齢者を対象にした介入研究をおこなっ



た。そこでは、前頭前野を賦活する課題を 1

回あたり 30 分ほど、1週間に 3回実施し、こ

れを半年間継続した。その結果、認知症高齢

者の一般認知機能などに著しい改善が見ら

れた。ただ、認知症高齢者は、基本的には認

知症という病気を抱える人であり、認知機能

の改善があったとしても、それがそのまま健

常高齢者に適用できるかどうかは分からな

い。 

 
２．研究の目的 

 加齢に伴い、記憶、抑制などの認知機能は、

低下する一方の不可逆の過程だと信じられ

ている。しかし、背景に記したような介入を

おこなうことにより、低下する一方の過程と

信じられている認知機能が、低下ではなく維

持されたり、人によっては改善するといった

か塑性に富んだ機能ではないかということ

を検証することが、目的である。 

 

３．研究の方法 

 学習群としては、立命館大学の高齢者プロ

ジェクトに参加することを希望した認知症

などの病気をもたない高齢者およそ 80 人を

対象とする。なお、介入を受けない統制群の

高齢者も設定する。 

 介入は、文章を声に出して読む音読課題、

小学校 1～2 年生程度のらくらくと遂行でき

る計算問題の 2 種類を遂行することである。

これらの課題を実験室内で 1日 20 分前後、1

週間に 3回、これを 8ヶ月間継続して実施す

る。音読課題は、自作し、4 つのレベルで構

成した。もっとも易しいレベル 1では、漢字

を少なくした短い文章であり、レベル 4では、

漢字混じりの 600～1000文字程度の文章であ

った。計算課題は、8 つのレベルに分割し、

もっとも易しいレベル 1では、計数課題を中

心とし、レベル 2では 1桁の繰り上がり・栗

下がりがないたし算とひき算の課題であっ

た。以後、繰り上がり・繰り下がりという要

因と桁数という要因の組み合わせにより、レ

ベルを設定し、各レベル毎に 300 問の問題を

準備した。 

介入開始直後に査定をおこなう。査定は、

実験的な課題としては、短期記憶課題、作業

記憶課題、長期記憶課題、同一性ベースの抑

制としてのストループ課題、場所ベースの抑

制としての SRC 課題を実施し、加えて前頭葉

機能検査（FAB）、一般認知機能検査（MMSE）

もおこなう。訓練終了後に同じ課題を再び実

施する。対照群には、ほぼ同じ時期にこれら

の査定課題のみを実施する。 

 

４．研究成果 

 2 年間にわたるデータを解析した。その結

果、前頭葉機能検査（FAB）では、学習群は

統計的に有意な上昇が、対照群では 2年間に

わたって低下が観察されたが、その変化は有

意ではなかった。一般認知機能検査（MMSE）

では、学習群では、2 年間にわたって統計的

に有意な上昇が、対照群では統計的に有意な

低下が見られた。次に、短期記憶課題では、 

2 年間にわたって統計的に有意な上昇が、対

照群では統計的に有意な低下が観察された。

作業記憶課題でも、同様に、2 年間にわたっ

て統計的に有意な上昇が、対照群では統計的

に有意な低下が観察された。しかし、長記憶

課題では、両群ともに成績に有意な変化は見

いだされなかった。 

 次に、学習群と対照群との差を検定したと

ころ、介入前では、いずれの査定でも、2 つ

の群間に有意な差が見られなかった。しかし、

訓練終了後には、FAB、MMSE、短期記憶、作

業記憶、ストループ課題、SRC 課題において、

学習群が対照群よりも統計的に有意に高い

成績を示していた。 
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